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| 第5期科学妓術基本計画中間取りまとめ(案)【概要]

未来に向けた成長の『糧jの獲得と、f世界で最もイノベーションlζ適した国J
の実現に向付て樺々な「壁Jの打破

0未来の産業創造と社会変革に向げた取組 0晶膏・社会的な課題への対応
-犬家篠崎代伝先取りし‘未来の成長のf糧J滑得する樹立、側、i j・園内外のm ・H会的な繭の解決{崎町州制

'Jt.!品やザピスを島~th合せ 銭~foîの I ~到、組織のI犠j、国療の i lイノペシSシをAlじて先手をまIつ再具体的社会実質也間際的発信
「や1を総支てネットワークイじを図り、 価値安創出するシステム化 i l -エネルギー・資源・食料の安定的な確保
-不透明な来来を有利に展開局主ぜるJとめ、臼本発の「グームチ工ン : : (:-*1凶事ー・音量減の安定的な確保とエネJレギー利用の劾織化等)
引を起こせるようなチャレンジングな研究開鮪各省に展開 j ; ・超高餓化・人口減少社会等I~j~応する持続可憐な社会の
・我が閣が強みを有する研究・銭術をシATMじし、統合.¥H・1や事温圃巴 実現(世界最先制の医療伎術め築E見による健康授縛枇会の形成制
緩の連鎖を提供するjnl-初トヲ-IJ制服司産学宮地磁盟 舟守!"産業競争力、地主主活力の向上
自民、鋪的な7・ 日グ rlJH~向付たシ;l.TMじの.，8 (高度道路硝シ対人 j l {鋪伎の向上初 勝 。鰻争力強似Zよる糊倒的間制)
叫叫『利用のか崎、ィシク予7hトマキグ川 シ刷、枇なものづ<~，，1.'j).帯当 : !-国及び国民の安全・安心の権保

唱.終通基盤B約9な樹桶の強化を図り、新産銭を倉創g凶出;日本の強み 【伶セ; i {橿買家E安金保底への寄与、自然鍔宵，内、の慣崎守応簿紛
- 沖ゆ-‘.u附府仰イ柑帆，
統合釣量況1子弘h随遠臼.T.t'7刊タ作ヲγ.→解析杭、敦環斜学.川札.H和̂.句→セわ'狩't{得等》 : ; {側無候変'動陣臥、生物多様性畑減少、4北t極域の変動など，へ、のz対守略応.等粉'紛} 

二二章二二::2;;;;二浮説誌等生;;;;;;;;;;!:::::二:--..
・ 不信実t.J変化1;::対応てきる!i!~量的tJ)Jの1紋 1民的強化

l -知的プロフェッショナル人材の育成:世代聞のf壁jの除去により若手を登用 (;.-;;1研究員の年俸制.任期制軽換促進等}
i -知の蹴の瀦:学問分野の「壁jを打破し、多様で閥会的な基礎研究カを強化 (身分野融合的な研究開整備粉
1 ・国境のf鐙Jを打磁し、大学、研究機関の国際頭脳徳環への合流促進 (大学改~俸による基礎研究カ引き上げ電車}

0基盤的な力の育成・強化
。科学績術イノベーションシステムにおける人材、知、資金の好循環の蹄導 (f仕働，tJ ;騨宮蛾強似羽倒的創価綿)
・企着陸のオープシイノベーションの推進 ・地方愈性に量草する内発的・自衛的イノベーションを加速
・国立研究開発法人の橋渡し縫能等の強化 ・大学改革と研究資金改革の一体的な縫途‘研究財源の多綴化促進 一J

O関学緩衝イノベーションの獄略的国際.. 0科学緩衝イノペーシヨシと社会 O実効性あ~科学袋綴イノベーション窓簸の錐進
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| 科学技術イノベーション総合戦略~Im骨子案
0経済・社会が大きく変化していくf大変革時代Jが到来
イノペーシヨ〉創出モデルlまIT等の急激な発展により変化 ・科学妓術イノペーショシによる解決が必斐な器製題l草山積

or大変革時代Jにおいて、新たな未来を切り開き、国内外の諸課題を解決し、我が国の持続的な発展の
実現在目指す

・第5期基本計画の始動!こ向けた菊枕な取り組みの先取り、早急に対処すべき課題への対処 →次期計画始動に向けた3つの政策分野
・総合戦略の下での重点的な課題について必要な改革を進め取締を進化→科学妓術イノベーシヨンの創出に向けた2つの政策分野
・本総合戦略に墓つを総合科字妓術・イノベーション会議が司令塔として取組を主導

。次期科学続編畢窓計画の始動に向けた3つの取鎌分野

|ザ 大変革時代における未来の産業 ¥( r地方蝕jに資する '(2020制 りンピック・Jtラりンピット
. 創造・社会変革に向けた挑雌 H 科学緩衝イノベーションの縫進 H 東京大会の機会を活用した
必駒山ーピス忍必要な人t~~ ~\制時 地附加をj酌し、イノ刊〉のけ| 科学繍イノペーシ抑雌

漣盤髄提出口ド錦繍器揺感慨勤続協り
主量点的取沼)
-偏広い関{寄宿による釆釆の社会・.i!'1!畿の網目E
.来*に祭激に挑戦するチヤレ〉ジ〉ゲな研究
開発への投資と人材の強化
-我til翠の強みを取り込みザ・・ピスや事業のシス
テム化に4揺る9e潟:わジ工クトの実施{息魁注li
沼手弘、 魅抵初。シliV緑樹君~)

-鐙スマート社会の実現?こ向けた共巡送機!~術

¥J人材の強化凶=雌必盟tt
¥.j旦立等)

E重点的取組)
・地j獅特性広則したイノペーションf控滋による
新産量控・新型鎮め創出(盟i盛庄主運‘皇j主
体虫色E創注}
・中核企業号事の支緩による地輪開・産織の
活憶化 (1血統か回国内外ビジネス感鰍)
.1似或のイノベーション人材の育成と活用による
地方創生の1桂i隼(大学、自治体、:iH器等

(j♀o2J;!乏誌上)
①スマートホスピ苧リ子イ
@感詩曜ザーペイラ〉ス強化
@主士会草委加アシストシステム
@次世代都市交通システム
@水紫エネルギーシス子ム
⑥ゲリラE長問・竜巻事前予測
@移動段造化システム

¥.._11b，l僻体で人tI育峨) ノ¥
⑨新・6糊 体験B9I像システム
⑤3'vlf>フラワープ'o~lウト
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| 科学按術イノベーシヨン総合戦略r.I.I.. ，骨子案 I 
0科学館術イノペーショ〉の創出に向けた2つの政策分野

イノベーションの連鎖を生み出す環境の整備

①右手・剖笠の挑戦ゆ機会の1広大
0産業界と大学のi迎』提言事による洛手人材の育成
0若手人物のキャリアl~.スの雌立 O女性の惨画の促海

②大学改革等と研究資金の一体改革
。|劃立大学ii~昔資交付金の改蕊による閲立大学の機能強化似並進
O研究力強化に資する研究資金改革等

@学制獅河究・基礎研究の強化L g榊研頬開業の改革強化
0戦略的な基礎研究ゆ改革・強化
。世界トップレペルの研究総点の形減 Oitーブ〉ザイエシスの縫進等

@研究開発法人の機能強化
0研究開発法人制度の適切な運用
。鼠先織の研究イ〉フラの滋備・共用 or繍渡しj後BB10強化
Oイノペーシヨ>)~ブ形成のための戦略的なマネジメ〉ト体制の術~
O特定国立研究閣発(仮称)制度の創設と遊間等

⑤中小・ベンチャー企業の挑戦ゆ機会副広大
。リスクマネーの供給‘税制防活用
01.宣1訴の実用化・務員量化のための1車線の自在備
0公然gß門におけるデマ〉ドサイドb~闘の促進 締

経済・社会的課題の解決に向悦重要な取組

J(lhーチェー〉のシステム化により、政策課題の解決のみならず
大きな科学妓術イノベーションを生み出す.

1.クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

i )工ネJ~ギー1~IJユーチZ四〉の鼠~化
11 )担II線環境情報プラ引トフォームの総集

n.国際社会の先駆けとなる健康長寿社会の実現

m.世界に先駆けた次世代インフラの構築
I )効率的かつ効果的なインフラ維鈎管理・更新の実現
ii )自然災害に対する強紛な祉会の突破

1V.我が国の強みを活かし10丁、 ピックデータ等を駆使した
新産業の育成
J )腐m滋路交通システム li)新たなものづくりシステム
iii)マテリアルズ・インテグレーシヨンシステム
iv)地主革包指ケアシステム v)おちてなしシステム

V.農林水産業の成長産業化
I )スマ甲卜・フードチzーンシステム ii )スマ田卜生態システム

、

ーー一./

0総会科学綬術・イノベーシヨン会識の司令塔機能の発婦
・5寺関車由を窓i践しつつ、先見性や機動性をもって府省の枠を超えた政策誘導
(制学筏~f，jイノペーシヨ〉予算戦略会滋、戦絡的イノベーション創造プログラム(SIP)、 2革新的研究開発jlJ隼プログラム(ImPACT)毒事)
・5耳目基本計画の下での効果的なPDCAiJイクルの検討 ・他の司令湾機能との連携強化 ・事務局機能の強化



○第5期科学技術基本計画に向けた中間とりまとめ（案）
総合科学技術イノベーション会議基本計画専門調査会（平成27年5月28日）配付資料 抄

６ 基盤的な力の育成・強化
（２）知の基盤の概要

・大変革時代においては、従来の慣習や常識にとらわれない柔軟な思考や斬新な発想が求められる。こ
のような観点から、知のフロンティアを開拓し、イノベーションの源泉となる基礎研究力を強化することが
必須である。

・独創的な発想に基づく学術研究とともに出口を見据えた目的基礎研究を強力に推進し、多様で卓越した
知の資産を創出し続ける。また、未来の産業創造や社会変革を先取りし、経済・社会的な課題を解決し
ていくためには、これらを横断的に支える基盤的な科学技術を強力に涵養していかなくてはならない。

・近年は、リニアモデルだけでなく、実用化段階における課題を解決するために基礎研究に立ち戻る場合
や、研究開発のあらゆる段階から直ちに実用化されイノベーションにつながるオープンでダイナミックな
イノベーションの形態も見られつつある。このような状況にも柔軟に対応するためには、近年、相対的に
低下しつつある基礎研究力を将来的な科学技術イノベーション創出の基盤として強化し、多様で卓越し
た知の資産を創出し続けることが重要である。

・このため、新たな知のフロンティアを拓く礎であるとともに、イノベーション創出の源泉でもある、独創的な
発想に基づく学術研究と出口を見据えた目的基礎研究を強力に推進する。その際、これらの研究につい
ては、腰を据えて研究に取り組める環境を整備するとともに、組織の多様性・自律性を尊重しつつ、長期
的な観点で成果の創出を見守ることも必要である。また、学術研究については、持続的なイノベーション
の源泉としての役割を強く意識した上で、挑戦性、総合性、融合性、国際性を高めるべく、社会からの負
託に応えるための改革を図っていく必要がある。この視点に基づき、科学研究費助成事業を始めとする
研究資金制度の改革と強化を図る。

学術研究・科研費に関する箇所
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○科学技術イノベーション総合戦略2015（案）
科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員との会合（平成27年5月21日）

配布資料 抄

第２部 科学技術イノベーションの創出に向けた２つの政策分野
第１章 イノベーションの連鎖を生み出す環境の整備
（３）学術研究・基礎研究の推進

・持続的なイノベーションの創出のためには、多様で卓越した知識や価値を生み出す研究基盤の強化が
不可欠である。既存の知識やその応用にとどまらないブレークスルーを産み出すためには、柔軟な思
考や斬新な発想に基づいた学術研究と出口を見据えた目的基礎研究の充実が重要である。

・イノベーションの源泉である学術研究・基礎研究を推進するための取組が早急に求められている。この
ため、研究者の内在的動機に基づき独創的で質の高い多様な成果を生み出す学術研究と、政策的な
戦略や要請に基づく戦略的な基礎研究のバランスをとりながら推進することに留意しながら、特に、我
が国の学術研究を支える最も基礎的な競争的資金である科学研究費助成事業や、戦略的な基礎研究
を推進する代表的な事業である戦略的創造研究推進事業のさらなる改革・強化に取り組むことが重要
である。

【重点的取組】

○科学研究費助成事業の改革・強化

・科学研究費助成事業（以下、「科研費」という。）について、審査分野、審査方式、審査体制等の基本的
構造の見直しを進め、挑戦性・融合性等の現代的要請に応える取組を強化しながら、多様で独創的な
学術研究に、裾野広く一定程度腰を据えて研究資金を配分する。

・科研費を通じた国際共同研究や国際ネットワーク形成を促進する。

学術研究・科研費に関する箇所
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